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①調査対象者の属性）10名に依頼し、最終的に 3 名の専門家より調査協力を得た。 3 名の基本属性
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は、以下の通りである。 




施設に約 6 年間勤務している。 
 c ）DV被害者支援を行うNPO団体に所属しつつ、個別のニーズに可能な限り応えることを実践
している民間シェルターに約 3 年間勤務している。 









































・ 常に 1 対 1 の関係のみに重点を置く 






子どもを利用しての暴力 ・ 子どもの存在を負担に感じさせる対応をする 
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